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藤棚新聞    

 

稲荷台小学校は創立９０周年 
 ことしで創立９０周年を迎えた稲荷台小学校では、

７月２日（土）に盛大な記念式典を開催しました。 

 会場の体育館には、元職員、地域施設や地域の方々

などたくさんの来賓をお迎えしました。何年も前の卒

業生の方も大勢おられました。この日のために実行委

員長として準備を進めてきた第三地区町内会自治会

協議会会長の天笠米蔵さんは「稲荷台小学校は大正１

０年にできて、『横浜尋常高等稲荷台小学校』という

呼び名になりました。学校がいつも安心して、成長できる場でありますように」と挨拶しました。

続いて南校長は、「一人ひとりが毎日一所懸命に、より良い自分を作っていきましょう」と呼び

かけました。 

 後半の「ありがとう稲荷台の会」では、誕生して２０年のマーチングバンドが『聖者の行進』

を演奏しました。毎年、メンバーが増えているそうです（写真左）。

そして１年生から６年生までは、それぞれに歌、リズムダンス、

ソーラン節などで元気な発表を見せてくれました。６年生の実行

委員長の榎本木乃花さんは、「学年を越えた温かい『バディ活動』

がスタートしたのは７年前です。稲荷台小学校の伝統を１００周

年へつなげていくためにも、６年生の立派な姿を下級生に示し、

次の６年生にしっかりとバトンをわたしていきます」と式典のし

おりで述べています。 

            ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
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お店は藤棚交差点から県営住宅に向かう入り口にあります。お店 

の名前の由来をお聞きしたところ、関東大震災で大きな被害を受け

た有隣堂の創業者松信大助氏が従業員にまで暖簾わけをし、第九有

隣堂まで生まれたのだそうです。今残っているのはこの「第七有燐

堂」だけです。 
             教科書の取り扱いの店としても有名で、2月ごろから準備をはじ
め、新学期を迎える前まで猫の手も借りたいほどの忙しさです、しかし、最近の活字離れは

深刻で店売りが激減、同業者が次々と店を閉じています。文芸書は 70歳前後の人しか手に
しないし、電子化が進んだら町の本屋さんは大打撃と心配しています。 
  本は心の糧、一度来店され、藤棚の町のことをよくご存知の奥さんとの会話を楽しんでは
いかがでしょう。（取材・服部） 

第七有隣堂 
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藤棚地区センター文化祭 と 

藤棚地域ケアプラザ祭り 

を合同で開催 

9月19日の敬老の日、藤棚地区センターの文化祭と、
お隣のケアプラザ祭が合同で行われます。今年の取り組

みの特徴は西区のマスコットの「にしまろちゃん」はじ

め、稲荷台小学校のマーチングバンドは地区センターと

ケアプラザの双方に出演、岩井原中学のブラスバンド演

奏と小さなお子さんのフラダンス「まめフラ」が地区セ

ンターの舞台に立つなど、お子さんも楽しめる企画です。

当日はぜひお運びください。 
  参加されるボランテア団体やサークルなどに関心が
おありでしたら地区センター・ケアプラの職員さんにお

問い合わされてはいかがでしょう。（取材・服部） 
 

エコへの第一歩もったいない探偵団 

 区内在住の小・中学生約５０人が、施設見学や工作教室でゴミや

リサイクルや環境のことを年４回勉強します。この活動が生まれた

のは平成６年です。右の写真は今年 JAMSTEC（海洋研究開発機構）

の施設見学会での様子です。お問合せは西区役所資源化推進担当（TEL：320-8388）へ。 

○●  ○●  ○●  ○● 

ベルマーク運動の支援の輪を被災校へも 稲荷台小学校ＰＴＡ 

毎年ベルマーク運動で着実な成果を上げている稲荷台小学校ＰＴＡでは、東日本

大震災の被災校を支援しようと、ベルマーク教育助成財団の「緊急友愛援助」(HP

は http://www.bellmark.or.jp/)に、今年度は１万円を寄付する予定です。 

 稲荷台小学校では、毎年１０万円弱のベルマークが集って大型絵本シアターワゴ

ンや絵本棚などを整備しています。今年度は、その１割を寄付することになります。 

 この「緊急友愛援助」は来年一月末までの期間限定の支援になので、来年度は、また違った形

の支援を「復興宣言」が出るまで続けていきます。 

「花壇のお花差し上げていますよー」藤棚一番街で花壇植え替え 

 ７月１７日（日）に藤棚一番街の花壇の植え替えが、

よこはま緑の推進団体連絡協議会西区連絡会（すいせん

クラブ）の主催で行われました。今まで白やうすいピン

クの花で買い物客の目を楽しませていた宿根ネメシア

は通りがかったお客さんに提供されました。この花はち

ょうど今頃花が咲いて、冬の寒さを避けて水やりをする

と、来年にまた咲きます。花壇の植え替えは年４回行わ

れます。写真左は提供された宿根ネメシアです。 

すいせんクラ

ブ技術講習会

資料から ↑ 

ンターの舞台に立つなど、お子さんも楽しめる企画です。当日はぜひ

お運びください。 
  参加されるボランテア団体やサークルなどに関心がおありでしたら
地区センター・ケアプラの職員さんにお問い合わされてはいかがでしょ

う。（取材・服部） 
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 軽井沢コミュニティハウスは、軽井沢中学校の５Ｆにあります。

サークル活動・研修会・読書・スポーツなどの活動を通して「仲間

づくり」や「ふれあい」を深める交流の場として利用できます。 
４月に戸部コミュニティハウスから移ってきた館長の小澤さんに

案内していただきました。入ると目の前に

きれいな市民図書コーナーがあり、棚には

７０００冊の蔵書が並んでいて、子どもた

ちが夢中になって本を読んでいる雰囲気が伝わってきます。２つのミー

ティングルーム（和室）があり、大きな多目的活動ホールではお母さん

と子どもたちが遊んでいました。部屋の外にでると横浜の街が一望され

て素晴らしい眺めです。窓と壁に這わせたゴーヤのおかげで、これがな

い場合と比べて温度が３度違うそうです。夜間には体育館、格技場、校

庭を、スポーツクラブが学校施設の開放として借用しています。詳細は

お問い合わせ下さい。TEL：３２４－６７７１       
 

東日本大震災 西区のボランティアから、被災地へのボランティアへ 

～ボランティア・市民活動分科会が街頭募金活動を行いました！～ 
       社会福祉法人 横浜市西区社会福祉協議会  

6 月 27 日（月）、藤棚商店街では、東日本大震災の被災地で活

動しているボランティアが、安全で安心して活動できるように、

「ボランティア支援金」を集めるための募金活動が行われまし

た！ 

ボランティア・市民活動分科会に所属しているメンバー総勢 

２８名が、横浜駅西口、松原商店街、桜木町駅前、藤棚商店街の

４箇所に分かれて街頭に立ち、約 1時間呼び掛けを行いました。 

時折小雨の降る曇り空ではありましたが、集まった金額はなんと１１６，４１６円！このお金

は、岩手県三陸地方でボランティア活動を行う「遠野まごころネット」に全額寄付され、瓦礫の

撤去、家屋の片付け等のボランティア活動に必要な共有の道具・資材の購入等に活用されます。 

募金活動にご協力いただいた皆さま、どうもありがとうございました！ 

 

藤棚一番街で名・達の会と協働の祭 
  このまちをもっと楽しく元気にしたいと、藤棚一番街商店会と名・達の

会は協働して、１０月２日（日）の１３時から１６時３０分の間、歩行者天

国の街路などを使ったイベントの開催を計画しています。 

このお祭りはテーマを持って継続する予定で、今回のテーマはフラダンス

です。おかあさんや子どものチームが踊る他にバンド演奏、チンドン隊、ペ

ンシルバルーン、フェイスペイント、マジックや口笛などで街を盛り上げようとしています。ま

た商店街ではいつもの日曜日はお休みでもこの日には開ける店も計画されています。さらに商店

会と名・達の会から鳥のから揚げやクッキーなどの出店が予定されています。 

軽井沢コミュニティハウス 
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ことしの福祉フェスタは昨年に引き続き落語があります！ 

 ２回目になる第３地区福祉フェスタが、９つの福祉団体

等が協力して、１０月１日（土）１０時から１５時に西横

浜駅そばの「生活創造空間にし」で開催されます。 
 今年も昨年に引き続きコンサート、模擬店、福祉案内等、

様々な企画があります。そして午後１時からは５階で落語

の高座があります。桂三輝（サンシャインと読みます。桂

三枝さんのお弟子さんでカナダ人です。）さんと真打の山遊

亭金太郎さんです。各２席ずつ演じていただきます。お楽

しみに！ 

  夏祭り 
  
大谷公園、池の上公園
そして元久保町墓地公園
でことしもにぎやかに開
かれました。      
写真は元久保町墓地公
園の盆踊りです。              

 

心をつなぐ七夕まつり 藤棚町一丁目自治会 
 高齢化社会を迎えて、お年寄りとこどものつながりを高

めよう、そして商店街の元気づくりに役立とうと藤棚町一

丁目自治会が主催して、７月３日から９日まで七夕まつり

を実施しました。この期間、自治会の中の藤和会、ふれあ

い灯会、子ども会と一緒に藤棚商店会が参加して、商店街

のお店に短冊を２枚ずつ配って、きれいな七夕飾りを作り

ました。             
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ルーキー（ひばり園） 
アレルギー対応のフードもございます 

なんでもご相談ください 

藤棚一番街 TEL：０４５－３２１－１８２３ 

Petfood & goods 
配達いたします！！ 

手もみ、手ごね そば うどん 

日替り（火～日）       水：お好み天丼 
ランチサービス ６５０円 金：まぐろ丼 

松鶴 そば処 
（しょうかく） 

TEL & FAX：045－231－7723 
営業時間 AM11：30～9：00 
にこにこ商店街 定休日月曜日 

打ち水で涼しく！ 

8 月 10 日 14時 

西区役所玄関 

５７度が 

４３度に！ 

 


